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研究の概要（４行以内） 
 東アジア先史時代は、農耕社会（中国大陸）、二次的農耕社会（東北アジア、中国西南部）、
牧畜社会（北アジア）の４地域から成り立っている。東北アジアの二次的農耕社会の文化拡散
と変容、ならびに北アジアにおける牧畜社会の成立過程について、発掘調査などの考古学的分
析とともに、植物考古学的分析や古人骨の形質人類学的分析から総合的に明らかにしていく。 

研 究 分 野：考古学関連 

キ ー ワ ー ド：二次的農耕社会、牧畜社会、環境変動、移住、炭化米 

１．研究開始当初の背景 
 東北アジアの先史時代における二次的農
耕社会の成立過程については、寒冷化などの
気候変動を主な原因として、東北アジア農耕
化 4段階説を提起してきた。特に、東北アジ
ア農耕化第 4段階の朝鮮半島南部から北部九
州への穀物農耕の伝播を二重構造モデルで
説明しようとした。また、北アジアの先史時
代の牧畜社会については、モンゴル高原を中
心とした青銅器時代墓葬の発掘調査に基づ
いて、墓制から地域社会の時空的変遷と人の
移動ならびに青銅器文化の時空的な展開を
明らかにしつつあった。 
 
２．研究の目的 
 東北アジア農耕化第 2段階から第 4段階は
水稲農耕の伝播過程を示している。この過程
は小型畦畔水田や温帯ジャポニカの伝播過
程で説明することができるが、それを発掘調
査や炭化米の分析から実証することを目的
とする。また、北アジアの牧畜社会の到来は、
ユーラシア草原地帯西部からの青銅器の伝
播とともに牧畜民の移動に基づくものであ
る仮説を、発掘調査などの考古学的分析と古
人骨の形質人類学的分析やストロンチウム
分析から実証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 山東半島東部やモンゴル高原における新
石器時代の土器圧痕分析や石器の使用痕分
析から、穀物農耕の時空的広がりを明らかに
する。また、山東省楊家圏遺跡での発掘調査
により、小型畦畔水田の成立過程を明らかに

する。一方、モンゴル高原の青銅器時代墓地
の発掘を進め、古人骨の収集とともに、古人
骨の形質人類学的分析やストロンチウム分
析により、人の移動の実態を明らかにしてい
く。東北アジア農耕化第 4段階の実態を明ら
かにするため、宇木汲田貝塚の再整理調査を
行う。 
 
４．これまでの成果 
紀元前四千年紀には、長城地帯からさらに

アルタイ山脈に至るモンゴル高原の漠南地
域にまで、アワ・キビなどの穀物農耕が広が
っていったことを、出土した穀物脱穀具であ
る磨盤・磨棒の使用痕分析ならびにデンプン
分析で初めて実証した（上條 2021）。その後、
この地域には、ユーラシア草原地帯西部から
北方青銅器文化の広がりによって、牧畜社会
が広がった可能性が考えられる。その青銅器
文化も、北アジアの森林帯からモンゴル高原
を伝わるセイマトルビノ文化とユーラシア
草原地帯を伝わるアンドロノヴォ文化の二
つがあることが、北方青銅器や墓葬分析によ
って明らかとなった（宮本 2020、松本 2020）。
この場合、セイマトルビノ文化が伝播してい
くモンゴル高原北半では、狩猟採集社会から
牧畜社会へ転換するものと考えられるが、こ
れには青銅器を伴って西方からの牧畜民の
移動が想定される。アブダライ遺跡の方形敷
石墓（宮本ら 2021）で発掘した古人骨は、形
質的にコーカソイドとモンゴロイドとの間
に存在するモンゴロイドであり（岡崎ら
2020）、歯牙のストロンチウム分析からは人
の移動の可能性がある（米元ら 2020）。今後、
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さらに分析試料を増やし、この仮説が実証で
きれば、ユーラシア草原地帯東部の牧畜社会
の形成に関する新たな解釈となろう。 
中国山東省煙台市の大仲家遺跡出土大汶

口前期の土器について、土器圧痕分析を行
ったところ、紀元前 4000年頃のイネの圧痕
を複数発見した。山東半島東端へはこれま
で龍山時代の紀元前 2500 年頃に黄海沿岸
を伝わってイネが伝播するものと考えられ
ていたが、それよりかなり古い段階で既に
イネが山東半島東端まで達していたという
大発見を生んだ。これは、初期農耕段階の
より原始的な稲作であると想定される。水
田など灌漑農耕が山東半島東端に出現する
のは楊家圏遺跡などの紀元前 2500 年頃と
想定でき、それを検証するために楊家圏遺
跡の発掘を必要とする。また、その水田が
小型畦畔水田であれば、朝鮮半島無文土器
文化や弥生時代の水田の直接の祖先という
ことができ、その検証が急がれる。 
こうした灌漑農耕が、東北アジア農耕化第

4 段階に朝鮮半島南部から北部九州へ流入す
るが、それは唐津平野であり、その実年代が
紀元前 9～8 世紀であることが確定するとと
もに、そのイネは熱帯ジャポニカであること
が明らかとなった（宮本編 2021）。また、そ
の文化の発信源は、朝鮮半島の南江流域から
箱式石棺を伴う支石墓であったが、その次の
紀元前 7～6 世紀の段階には洛東江南岸から
福岡平野へ木棺墓とともに温帯ジャポニカ
が伝播することがあきらかとなった（宮本編
2021）。しかも、同時期の唐津平野は他地域
との関係を閉ざし、地域内で内的に変化する
ことが、唐津市宇木汲田貝塚の再整理調査に
よって明らかとなった（宮本編 2021）。同じ
時期に、朝鮮半島との関係を持つ福岡平野を
中心として板付式土器様式が生まれるが、板
付式土器様式は、さらに唐津平野や瀬戸内・
近畿へと広がることも、宇木汲田貝塚の層位
的な分析によって検証された（宮本編 2021）。
こうした段階的な文化伝播と文化変容は、東
北アジア農耕化第 4 段階の二重構造モデルと
して提起できるが、この二重構造モデルは、
さらにイネの系統性の変化を伴うとともに、
農耕化の依存度の違いとして捉えることが
可能である（宮本編 2021）。さらに、日本列
島の農耕化すなわち弥生時代の始まりが、紀
元前 9～8 世紀であることを確定できた（宮
本編 2021）。 
 
５．今後の計画 
 新型コロナ感染症拡大のため延期してき
た、モンゴル国アブダライ遺跡の発掘調査を
継続し、青銅器時代前期の古人骨を収集する。
これら古人骨の形質人類学的分析や筋付着
部発達度分析を進めるとともに、ストロンチ
ウム分析を合わせて行い、人の移動の痕跡を
探っていく。あわせて北方青銅器文化の時空

間の系統変化を明らかにして行き、北アジア
における牧畜社会の出現過程を総合的にか
つ実証的に明らかにしていく。 
 同じく、新型コロナ感染症拡大で延期され
ている中国山東省楊家圏遺跡を発掘し、東北
アジアの灌漑農耕の特徴をなす小型畦畔水
田の起源地を探求する。また、炭化米の計測
分析を進めるなどして、温帯ジャポニカの伝
播過程を明らかにしていく。特に、東北アジ
ア農耕化第 4段階以降の北部九州における弥
生時代の炭化米の分析を進めることにより、
農耕化の進展を科学的に示していく。 
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